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『砂 漠』�
�

10月のピックアップコーナー�

　砂漠には、昔から人を惹き付ける神秘的な力が潜んでいるようです。�

　日中は炎熱地獄、夜間は酷寒の地と化す気温の変化の激しさは、生物の存在を否定するもの、そこへ足

を踏み入れることを拒むものというイメージがあります。それにも拘わらず、いや、だからこそそこにロマ

ンを感じ、砂漠に魅入られてしまう人がいるのかもしれません。�

　ブラジルの作家パウロ・コエーリョによって１９８８年に出版され、ブラジルばかりでなく欧米でもベストセ

ラーとなった小説『アルケミスト』では、アンダルシアの平原からサハラ砂漠を横断して夢に現れた宝を探

す少年サンチャゴの姿が描かれています。この中で、砂漠は様々な人との出会いと別れの場、そして少年

の勇気を試す場であり、錬金術の秘密を手に入れ、愛を見出す人生の場として描かれています。�

　『アルケミスト』と並んで称賛されている童話風物語、サン・テグジュペリの『星の王子さま』では、砂漠

に不時着した飛行機のパイロットに、ヒツジの絵を描いてとせがむ不思議な少年が登場します。この少年は

小惑星Ｂ１６２番からやってきた王子さまでしたが、砂漠について次のように言います。�

　「砂漠がきれいなのは、どこかに井戸を隠しているからなんだよ……」（『ちいさな王子』野崎歓訳、光文社）

　 砂漠は、他にも様々なイメージを与えてきています。ここでは砂漠を作品の中に取り入れた作家や詩人

の他に、砂漠に関係のある人達、砂漠という言葉から連想される人達の作品を取り上げてみました。あなた

にとっての「砂漠」を是非とも見つけてみてください。　　　　�

おざわ　ふみひこ　（係・情報サービス課）�
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